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Ⅲ わが国におけるパイン堵話の給帝

状況

1 パイン缶詰の輸入および生産と消費の現況

わが国は戦前台湾でパイン果肉缶詰を製造 し,

外貨獲得のために輸出を奨励 したが ,国内におけ

る消費量も最高約100万ケースに達 した｡

第1表 戦前の日本のパイン缶詰消費量

年次 r 製造高 (ケース) J 日本国内消費率

(2)

戦後は昭和21年に台湾と貿易が開始されると同

時に ,政府間貿易により年間6万 ドルのパイン缶

詰を輸入 し,同24年から民間貿易が開始された｡

パイン缶詰の輸入は当初 ,日台貿易協定により

台湾産のみに限られたが ,その後マラヤよりの強

い要請により昭和35年度下期分から同国晶もその

対象となり,更に37年度上期分からほアメリカか

らの強硬な申し入れにより,完全グローバル制が

実施され ,以来世界各国産パイン缶詰が輸入され

るに至った｡最近における産地別の輸入状況は第

2表のとお りである｡

わが国にとって唯一の亜熱帯地琉球は ,戦後ア

メリカの直接統治下になったが ,生産品を日本に

送るのを目的として石垣島や沖縄本島北部におい

て栽培が始められた｡本土側もまた琉球品に対 し

第2表 パイン缶詰産地別輸入調査
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荘 :1ケ-スは20,412kg 加糖,無糖,クラッシ

ュ缶を含む

ては関税を附加せず ,外国品に対しては定められ

た関税の外に差益吸収率をつけ ,その上輸入量を

制限するなどの措置をとり琉球産/くイソ缶詰の輸

入を保護 した結果 ,琉球におけるパイン缶詰の製

造高は急速に伸び ,近々10年間にして 117万ケ-

スに達 し,なお今後の増産が予想されている｡

以上要するにわが国におけるパイン缶詰消費の

現状は琉球産パイン缶詰 117万ケースとその他か

らの輸入品63万ケースの計 180万ケースが消費さ

れていると見ればよい｡なおジュ-ス缶詰の場合

は琉球以外の国からの輸入は禁止されている｡

なおわが国においては琉球より少しおくれて奄

美群島に4カ所 (徳之島 2,沖永良部 1,奄莱大

島 1)のパイン工場が設立されたが ,その後の発

展が振わないので製造量は問題にならない｡



第3表 琉球産パイン缶詰輸入調べ
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荘 栗岡缶詰は1ケース45ポンド,ジュース缶詰は

1ケ-ス29.25ポンドとして計算

パイソ缶詰の輸入業務は琉球パイソアップル缶

詰輸入協会と日本パインアップル輸入協会のいず

れかに属する業者によって行われ ,前者に属する

ものは特に琉球産/くイン缶詰の輸入並びに販売業

務にたずさわるものであ り,後者に属するものは

-ワィ ,台湾 ,フィリッピソ,マレーシアなどの

いわゆるグローバル産品 (Ⅰ.Q制による)を輸

入の対象とするが ,この中には前者の協会に加入

しているものもある｡

第4表 輸入パイン缶詰 (琉球産を除く)に対する割当制度の推移
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台湾F.0.ち.基準価格 6.00

荘 :差益金はF.0.B.仙格に対し,関税と一括政府に約人する｡ 基準nri格とはスパイラル ･スライスの価格

2 輸入パイン缶詰生産地の概要

パイン缶詰生産地の概要を述べるに当り,ここ

ではそれぞれの地帯における発達の過程に起った

特別な問題-後進国にとってとくに参考となる事

項- と現況について述べることにした｡

伍) - ワイ

既述の如 く-ワイのパイン産業はジョン･キッ

ドウエルによる生食用/くイソの品種試験(1885)に

始まり,同氏およびジョン･-メルス氏の工場設

(3)

立(1892)で発展の緒につき,ジェームスD･ドー

ル氏 (-ワイパイソアップル缶詰会社の設立者)

の-ワイ産/くイソ缶詰の宣伝販売への不擁不屈の

精神と同業者に対する統卒力 ,/くイソ生産者共同

組合による缶詰製造統制および研究所の設置 ,普

た各会社が原料果実の全部を自営農場で生産 し,

工場運営のみならず農 場 経 営に最善の努力を払

い ,缶詰品質の向上と生産費の低減に成功するこ

とによって今日の隆盛を克ち得たのである｡



(I)ハワイのパイン産業発展に貢献した栽培上

の発見 ,発明

(a)優良クローン(栄養系)の選出

コリンスによるクローンの研究と,ジョンソソ

等による実践によって優良クローンの選抜に成功

し,果実の品質や単位面積当収量に格段の上昇を

来 した｡

(b)硫酸鉄溶液の撒布

酸化マンガソの多い土壌に植付けたパインはク

ロp-シスを起すが ,硫酸鉄の撒布による予防法

がジョソソソによって発見され た 結 果 ,ラナイ

良 ,モロカイ島への栽培が可能となった｡

(C)マルチング ベーパーの発明

雑草防除対策として-カートによって案出され

た敷紙法はパインの単位面積当りの増収を来し,

原料′土産費の低減に偉大なる貢献をした｡

(d)パイン萎凋病の研究

パイン萎凋病の主要原因がイリングワース (19

31)によって/くイソコナカイガラムシであるとの

研究が完成され ,その予防法が発見されたために

ノ､ワイのパイン産業は壊滅の危俵から救われた｡

(e)人為開花処理の研究

カーンスやクラーク等によるアセチレンあるい

はアルフ ′･ナフタレ/･サクサソ(ANA)に

ょるパイン不時開花の研究 ,および前記両者ある

いはメールリッヒによるANAあるいはベーター

･ナフタレン･サクサン (BNA)の使用による

成熟期の延長に関する研究は原料果実の収穫期を

人為(机こ変更して ,工場操作を有利にし,缶詰生

産'11の低減に著しい兵献をした｡

(f)D-Dの発明

カーターによるパイン連作土壌へのD-D利用

は線虫および土壌微生物の駆除に軌B-1な効果を及

ぼ した｡

(g)農作業の機械化

開墾 ,整地 ,敷紙 ,施肥 ,薬剤散布 ,収穫など

の農作業に適切な機械の発明利用は,人件費の高

いハワイにおいてとくに効果的であった｡

(n)ハワイのパイン産業の発展に貢献した製造

上の発見 ,発明

(a)ジナカの発明

Ll勤的高能率剥皮芯抜機の発明によって工場能

(4)

率の向上に成功した｡

(b)パインジュースの製造

副産物としての/くイソジュースの製造は/1イソ

加工業の発展に大きい貢献をした｡

-ワイにおけるパイン産業発展の他の大きい原

因はパイン生産者同業組合の結成による製造数量

の統制と過当競争の防止 ,および原料果実の殆ん

ど全部を自営農場において生産する工場運営方法

の確立にある｡両者は相保って原料の争奪による

品質の低下 ,原料価格の引上げを防止し,製造販

売競争による相互 の損 失 を未然に防く小ことがで

きた｡

-ワイにおける各社の自営農場はオ77,ラナ

ィ,モロカィ ,マウイ,カワイ島におよび現在栽

培面積は73,200ェ～カ･-(2,928ha),14農場か

らなり,生産果第は 9工場で処理されている｡

栽培は主として3年I]d12回収穫をもって1更新

期間とし,ha当り39,500-44,500本の本数て ,そ

の間100-140tの収穫を得ている｡ha当り施肥量

は 1更新期間窒素450-680kg,加盟220-450kg,

燐酸170-280kgで肥料に硫酸アソそこア,硫酸加

盟 ,燐慨7ソモニアを用い ,時に尿素が液肥とし

て施用されている｡

(B) 台 湾

台湾のパイン産業の発展は11本統治時代に岡村

庄太郎が農家の栽培する在来倭パインを利用する

パイン工場を建設 (1902)したことに端を発 し,

台湾総督府の保護対策で一応安定したが ,第2次

大戦によって壊滅 し,戦後復興心にもえる民間同

業者と政府の協力 ,および政府のイ氏壬‡金政策によ

って今l｣の成功をみるに至った｡今その発展経過

を省みると次のようである｡

(a)桜井芳次郎その他により,缶詰原料用と

してスムース ･カイエソ種 ,サラワク魔の優秀性

が証明され(1923),台湾総督府はパイン種苗養成

所を新設(1925)しこれらの種苗配布を開始 した｡

(b)日本政府のぜい沢品関税の引上げ(1923)

はハワイやマラヤ産パイソ缶詰の10割 加 税 とな

り,外国品の輸入防止と台湾パイン産業を保護す

る結果となった｡

(C)台 湾 総 督 府 の 台湾 鳳 梨 缶詰検査規則

(1928)が缶詰工場の乱立に伴なう原料独得競争か



ら来る製品の品質低下を防く･ために公布された｡

(d) 外国からの種苗輸入とともにパイン萎凋

病の増加 ,工場乱立による製品の乱売および缶詰

価格の急落による工場経営の困難を救い ,台湾の

パイン産業を安定するために ,総督府は島内81工

場の合同を指導 し,全島一体の台湾合同パイン株

式会社を設立した｡

(e) 工場統合は計画生産 ,製晶の販売統制に

好結果をもたらしたが ,一方台湾中部における新

しいパイソ栽培地帯の出現 (や 冷ゝ涼のため/くイ

ソ萎凋病の発生が少ない)早 ,筆者によるパイン

萎凋病の原因の発見 (1934)および密植提唱 (19

36)は ,スムース ･カイエソ種を主体とするパイ

ソ缶詰業の将来に大きい光明を与えるに至った｡

(∫) 筆者は昭和11年に-ワイに出張してパイ

ン試験場の必要性を痛感し,上司に対して予算を

要求したが ,これが台湾合同パイン会社の建設費

20万円および試験地50haの寄附を前提として通過

し,台湾総督府鳳山熱帯園芸試験支所として発足

した (1937)｡この試験場は終戦後台湾パイン栽

培研究の中心となり,潜しい功績をあげた｡

(ど) 終戦後台湾合同′くイソ会社は台湾省常の

台湾鳳梨股紛公司となり,100万ケース生産計画

をたてるために ,工場方面の指導者として中村徳

松 (1951)杏 ,栽培方面指導者として筆者 (195

2) を招碑したが ,筆者は復興の条件として ,秦

凋病防除のための/くイソコナカイガラムシの一斉

駆除 ,優良系統の選抜 ,整一大苗の密植 ,等高線

植および敷革の励行を提唱 した｡

(A) 台湾糖業公司 (中華民国々営)は中米合

作の段復会の命により東部台湾に/くイソ産業を起

そうとし筆者を招碑した (1957,1958)｡筆者は

東部台湾を西部のパイン萎凋病から隔離,大苗密

櫓 ,敷革励行 ,東部パイン試験場の設置 ,河川敷

也 (荒蕪蝿)の利用を指導したが ,その後東部台

湾の/くイソ産業は異常な発展を示 した｡

(i) 台湾の/くイソ産業上 ,今一つ見逃せない

ことは台湾南部にある台湾鳳梨公司経営老埠農場

(植付面積700haの成功で , ここでは 日本時代

3回収穫5年 1更新で40tの収穫量であったが ,

優良系統の選抜栽椿 ,パイン萎凋病の予防 ,敷革

に加えて トラクタ･一による深耕を行ない ,画期的

な成功をおさめた｡

(j) 筆者は終戦後の台湾において再び/くイソ

工場が乱立し,生産と消費の不均衡から,原料の

争奪とその結果起る缶詰品薯の低下を憂え ,消化

原料の30-40%を生産する自営農場の設置を勧告

したが ,政府はこれをパイン工場設置の基礎条件

として法制化 (同時に工場設立基 準 を 作った)

し,また別に原料買収配給組織を作 り原料問題解

決に努力した｡

要するに台湾のパイン産業は-ワイと異なり,

政府の適当な指導奨励によって発展 し,政府の施

策によって原料生産農家と消費工場間の調整が行

われたことと,政府の低賃金政策による缶詰生産

費の低廉が今日の発展を来した大きな原因という

ことができる｡

かって日本時代には在来種とスムース ･カイエ

ソ種の2本建とし,単位面積当り収穫量もha当り

5年 3回収穫で40-50tであったが ,現在ではス

ムースカイエソ種 1本建となり,70.-100tの収

穫量に増加した｡ 施 肥 量は 1本当り毎年窒素8

g,燐酸2g加里8-10gを基本とし,硫安 ,尿素 ,

過燐酸石灰 ,燐酸アンモニア,塩化加里 ,硫酸加

里などの肥料が使用されている｡

(香山大学農学部 渡辺 正一)

子 ど も の し つ け
- 基 本 的 生 活 習 慣 に つ い て -

｢しつけ｣とは ｢仕付｣であるといわれていま

す｡一定の折目をつけるために糸で縫いつけてお

いて,そこにきちんと折目がつくようにすること

(5)

を意味する裁縫のことばからきたもので ,古い用

い方では着物の ｢仕付｣のように一定の型の中-

自然に導入し,その中に入ることに上って ,一つ


